
下記の設問に対する回答をミニットペーパーに書いて提出

1. 大量絶滅の原因として一番多いのはなにか？

2. ペルム紀末の大量絶滅時の海洋環境は？ (１行）

3. 火山活動が起こす気候変動とそのプロセスは？（２行）

4. 白亜紀/古第三紀境界の大量絶滅時に起きたことを順に箇条書き

せよ。小惑星衝突から絶滅まで。



まとめ

地球の生物と環境の歴史



生命環境史を研究するための基礎知識

生命環境史：地球の生物と環境がおりなす歴史と変化のプロセス
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堆積風化・ガス放出(酸化）
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Ca2+ + 2HCO3
- ↔ CaCO3 + H2O + CO2

炭酸塩の生成により二酸化炭素が発生する。

CaAl2Si3O4 + 3H2O + 2CO2 ↔ Ca2+ + 2HCO3
- + Al2Si2O5(OH)4

CaAl2Si3O4 + CO2 + 2H2O ↔ CaCO3 + Al2Si2O5(OH)4

岩石は水とニ酸化炭素と反応し，下の式のように変化する. 

これを化学的風化 (chemical weathering) という. 

上記２つの式を合計すると，炭酸塩の生成は風化を考慮すれば，
ニ酸化炭素を吸収していることになる.



低緯度表面水温はVeizer et al. (2000)
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過去６億年の海洋無脊椎動物の多様性
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ペルム紀/三畳紀境界大量絶滅のトリガーとプロセス
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小惑星の分布と地球への衝突





白亜紀/古第三紀境界の
大量絶滅の原因とプロセス

図２



白亜紀/古第三紀境界大量絶滅のトリガーとプロセス
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トレーサーとしてのδ13C

海洋ごとのδ13Cを比較して、海洋深層水循環の変化を

復元することができる (Nunes and Norris, 2006). 
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PETM 深層水循環の復元





5-3. 現在の海洋の物質循環と堆積物
5-3-1. 現在の海洋堆積物



5-3-2. 海の生物制限元素の分布

P N C Ca Si

粒子状物質軟体部 1 15 80 0 0

殻 0 0 40 40 50

全組成 1 15 120 40 50

海水 深層水 1 15 800 3200 50

表層水 0 0 680 3160 0

海洋：P, N, Si



７月２８日（金）のこの時間に試験を行ないます。
詳細は掲示を見てください。



1. 固体地球ー環境ー生物

2.   酸素と生物

3.   気候変動

4.   大量絶滅

下記の１〜４のそれぞれについて、
要点を１〜２行づつミニットペーパーに書い
て提出せよ。



1. 固体地球ー環境ー生物
固体地球の活動が気候変動・環境変動を起し、生物の分布を変える。

2. 酸素と生物
地球上に酸素が３回増えていて、最初の２回は生物の大進化と関係

している。

3. 気候変動
長期的には火山活動で温暖化、大陸衝突による造山でCO2消費で

寒冷化が起きる。

4. 大量絶滅
大規模火山活動と小惑星衝突により極端な気候変動が起きると、
生物の大量絶滅が起きる。


